
ら
で
す
。

昔
は
、
山
か
ら
山
へ
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
掛
け
て
木
材
を
降
ろ
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
や
っ
て
い
る
の
で

す
。
能
率
は
上
が
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
、
建
材
が
以
前
と

違
っ
て
、
外
材
な
ど
の
合
板
類
に
代
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
日
本
の
林
業
は
振
る
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

昔
は
、
細
い
木
も
大
切
に
育
て
た
か
ら
、
採
ら
れ
た
ら
大
変

で
し
た
が
、
今
は
、
一
抱
え
も
あ
る
木
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
は
外
材
、
合
板
の
時
代
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
す
。

私
は
、
戦
後
の
林
業
の
変
遷
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
、
見
て

来
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
私
の
人
生
で
す
。
今
の
林
業
は
大
変
で

す
。
山
持
ち
が
、
山
を
持
っ
て
い
て
も
、
山
の
管
理
が
で
き

ず
、
我
々
も
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
す
。
田
畑
は
一
年
勝
負
だ

が
、
林
業
は
三
十
～
五
十
年
で
す
。
今
は
林
業
は
政
府
補
助
で

や
っ
て
い
ま
す
。
政
府
か
ら
金
を
借
り
た
林
業
家
は
つ
ぶ
れ
て

行
く
。
金
利
も
払
え
ず
、
そ
の
金
額
も
大
変
で
す
。

私
の
軍
隊
生
活
、
中
国
で
の
戦
争
体
験
か
ら
み
て
も
、
今
の

林
業
の
姿
に
似
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
私
も
何
と
か
戦
争
末
期
を
倒
れ
る
こ
と
な
く
、

死
ぬ
こ
と
な
く
耐
え
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
私
の
親
か

ら
譲
ら
れ
、
残
さ
れ
た
林
業
の
将
来
を
思
い
つ
つ
あ
る
今
日
こ

の
頃
で
あ
り
ま
す
。

満
州
・
北
支
・
本
土
防
衛

三
度
の
召
集
　 

岩
手
県
　
菊
地
政
男
　 

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
三
月
二
十
一
日
、
本
籍
地
、
岩
手

県
江
刺
郡
稲
瀬
村
大
字
照
沢
字
、
菊
池
正
二
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、
現
住
所
は
、
岩
手
県
胆
沢
郡
金
ヶ
崎
町
六
原
前
二
ツ
森

で
す
。

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
九
月
九
日
、
歩
兵
第
三
十
一
連

隊
留
守
隊
に
入
隊
、
第
六
中
隊
編
入
、
同
年
十
一
月
二
十
六

日
、
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
補
充
要
員
と
し
て
、
弘
前
を
出
発
、

新
潟
港
よ
り
出
帆
、
十
二
月
一
日
、
朝
鮮
羅
新
上
陸
、
十
二
月

三
日
、
満
州
（
現
中
華
民
国
東
北
地
方
）
牡
丹
江
省
綏
陽
県
観



月
台
着
、
同
部
隊
第
十
一
中
隊
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
満
州
、
東
北
育
ち
の
私
に
と
っ
て
も
、
寒
さ
は
身

に
凍
み
る
。
以
後
、
昭
和
十
五
年
六
月
十
日
、
観
月
台
出
発
、

同
十
一
日
、
綏
陽
県
綏
西
着
、
同
十
六
年
二
月
二
十
二
日
、
内

地
帰
還
の
た
め
綏
西
出
発
、
同
月
二
十
五
日
、
羅
津
港
出
発
、

三
月
三
日
、
大
阪
港
上
陸
、
三
月
五
日
、
弘
前
着
、
三
月
十
二

日
召
集
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
大
戦
勃
発
と
な
り
、

我
々
召
集
解
除
者
の
多
数
者
が
召
集
さ
れ
、
再
び
各
戦
線
に
出

発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

続
い
て
、
こ
の
大
戦
以
後
の
私
の
軍
歴
に
つ
い
て
列
記
し
て

み
ま
す
。

昭
和
十
七
年
四
月
九
日
、
第
二
回
目
の
召
集
が
あ
り
、
歩
兵

第
五
十
二
連
隊
に
応
召
、
独
立
歩
兵
第
百
十
八
大
隊
第
五
中
隊

名
倉
隊
に
編
入
、
同
年
五
月
十
日
、
弘
前
出
発
、
五
月
二
十
一

日
、
北
支
山
西
省
洪
洞
県
着
、
昭
和
十
八
年
七
月
十
九
日
、
歩

兵
第
三
十
一
連
隊
に
転
属
の
た
め
、
翼
城
出
発
、
八
月
四
日
、

弘
前
着
、
八
月
十
日
召
集
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
昭
和
二
十
年
七
月
五
日
、
西
部
軍
官
区
部
隊
要
員
と

し
て
、
歩
兵
第
一
補
充
隊
に
応
召
、
第
一
中
隊
に
編
入
さ
れ
、

七
月
二
十
三
日
、
鹿
児
島
着
、
八
月
十
四
日
、
天
草
郡
久
玉
村

着
、
九
月
十
五
日
召
集
解
除
と
な
り
、
通
算
十
一
年
十
一
カ

月
、
以
上
が
私
の
軍
歴
の
概
要
で
あ
り
ま
し
た
。

思
い
出
の
軍
隊
は
、
体
力
の
続
く
限
り
、
今
は
想
像
も
で
き

な
い
苦
難
の
毎
日
で
あ
り
ま
し
た
。
北
満
州
は
、
最
も
寒
い
時

は
零
下
五
〇
度
、
夏
は
華
氏
一
〇
〇
度
に
も
な
り
、
蚊
や
蚋

（
ぶ
よ
＝
小
さ
い
吸
血
虫
）
の
大
群
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

行
軍
の
時
は
軍
服
が
、
す
っ
か
り
汗
ば
み
、
乾
い
た
時
は
服

の
上
は
白
く
な
っ
た
塩
分
を
か
き
下
ろ
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
程
で
あ
り
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
兵
役
が
満
期
除
隊
と
な
り
、
家
に
帰

る
こ
と
を
夢
見
る
こ
と
。
こ
ん
な
夢
ば
か
り
で
、
こ
ん
な
時
の

嬉
し
さ
は
世
の
中
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
満
期
は
、
現
役

満
期
除
隊
・
召
集
解
除
と
計
三
回
あ
り
ま
し
た
。



回

想

記

弘
前
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
に
入
隊
、
不
寝
番
勤
務
の
時
、
月

夜
の
営
庭
か
ら
、
聳
え
る
岩
木
山
を
見
る
ご
と
に
、
い
つ
も
自

然
に
涙
が
出
て
、
悲
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
岩
木
山
や
山

田
野
、
館
野
の
演
習
、
そ
し
て
、
リ
ン
ゴ
園
等
、
数
々
の
思
い

出
を
後
に
、
昭
和
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
、
新
潟
港
よ
り
、

三
千
ト
ン
級
の
貨
物
船
に
て
羅
津
港
上
陸
、
そ
し
て
、
満
ソ
国

境
の
観
月
台
Ｂ
築
の
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
第
十
一
中
隊
に
着
き

ま
し
た
。

毎
日
の
銃
剣
術
で
腕
が
腫
れ
、
服
の
袖
を
通
す
の
に
苦
労
し

ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
は
下
の
川
よ
り
氷
を
担
い
で
き
て
、
釜

に
入
れ
溶
か
す
た
め
の
薪
切
り
の
毎
日
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
洞
窟
兵
舎
の
た
め
、
中
は
暖
か
で
し
た
。

昭
和
十
四
年
二
月
二
十
六
日
、
第
九
中
隊
、
千
田
喜
兵
衛
中

尉
の
指
揮
す
る
第
十
・
第
十
一
中
隊
よ
り
抽
出
さ
れ
一
個
分
隊

の
移
動
偵
察
班
に
参
加
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
暁
天
台

Ｈ
号
界
標
付
近
に
て
肉
眼
で
は
豆
粒
位
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
千
田
隊
長
が
双
眼
鏡
で
見
れ
ば
満
領
だ
と
言
い
、
こ

れ
を
挾
み
討
ち
す
る
こ
と
に
な
り
、
二
隊
に
分
か
れ
て
攻
撃
を

し
ま
し
た
。
近
付
い
て
見
る
と
ソ
連
兵
二
人
が
血
だ
ら
け
で
倒

れ
て
お
り
、
他
の
三
人
は
深
い
森
林
の
中
へ
消
え
て
行
き
ま
し

た
。隊

長
は
、
逆
襲
が
来
て
は
大
変
（
こ
ち
ら
は
少
数
の
偵
察

隊
）
と
、
側
の
約
五
メ
ー
ト
ル
の
窪
地
に
死
体
を
落
し
「
全
員

至
急
引
き
返
せ
」
と
命
令
を
し
ま
し
た
。
私
は
最
後
尾
へ
残

り
、
隊
長
に
隠
れ
て
、
窪
地
に
駆
け
下
り
、
死
体
の
ポ
ケ
ッ
ト

等
を
さ
ぐ
り
、
財
布
・
手
帳
を
見
付
け
、
ま
た
、
帽
子
も
靴
も

取
ろ
う
と
し
た
ら
、
死
体
が
動
い
た
の
で
、
驚
い
て
窪
地
を
駆

け
登
り
、
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
先
に
進
ん
だ
隊
長
に
「
生
き

て
い
ま
す
よ
！
」
と
叫
ぶ
。

全
員
は
引
き
返
し
、
隊
長
が
、
水
筒
の
水
を
死
体
の
頭
か
ら

掛
け
る
と
、
一
人
は
完
全
に
生
き
返
り
、
血
だ
ら
け
の
頭
で
し

た
が
擦
傷
で
気
絶
し
て
い
た
の
で
し
た
。
一
人
は
完
全
に
死
ん

で
お
り
、
生
き
返
っ
た
ソ
連
兵
を
、
私
と
佐
々
木
勘
藏
一
等
兵

と
二
人
で
肩
を
か
け
、
死
ん
だ
方
は
、
切
金
哲
男
外
三
人
で
運

ん
で
帰
り
ま
し
た
。

捕
虜
の
兵
の
年
令
は
十
七
歳
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
平
成

十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
度
に
な
っ
た
現
在
で
は
、
七
十
歳
に



な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
六
尺
（
一
メ
ー
ト
ル
八
十
セ
ン
チ

余
）
以
上
の
大
き
な
体
で
し
た
。
私
は
可
哀
想
と
思
い
、
煙
草

を
与
え
る
と
数
回
に
分
け
て
大
事
に
吸
い
ま
す
。
握
り
飯
も
数

回
に
分
け
て
大
切
そ
う
に
食
べ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
お

り
ま
し
た
。
服
の
ボ
タ
ン
は
皆
木
の
切
れ
を
糸
で
結
ん
だ
粗
末

な
も
の
で
し
た
。

後
日
、
そ
の
兵
隊
は
捕
虜
交
換
に
使
用
し
た
と
聞
い
て
お

り
、
頭
の
傷
の
個
所
か
ら
見
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
氏
に
似
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
零
下
一
五
度
の
寒
さ
で
し
た

か
ら
、
あ
の
窪
地
に
放
っ
て
お
い
た
ら
凍
死
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
の
で
、
捕
虜
と
し
て
連
れ
て
帰
っ
た
か
ら
生
き
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。

平
成
十
年
、
私
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
行
っ
た
の
で
、

も
し
丈
夫
で
お
っ
た
ら
と
思
い
、
通
訳
に
捜
し
て
欲
し
い
と
願

い
ま
し
た
が
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
が
後
日
、
小
泉
第
十
二
中
隊
長
の
戦
死
し
た
、
暁
天
台

事
件
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
昭
和
十
四
年
二
月
二
十
六
日
、
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
第
九

中
隊
千
田
喜
兵
衛
中
尉
の
指
揮
す
る
一
個
分
隊
移
動
偵
察
班

は
、
暁
天
台
西
方
Ｈ
号
界
西
方
で
、
越
境
ソ
連
兵
と
遭
遇
、
こ

の
敵
兵
を
捕
虜
と
し
た
功
に
よ
り
、
師
団
長
塚
田
攻
中
将
よ
り

賞
詞
を
授
与
さ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
部
下
は
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
隊
長
の
手
柄
の
よ
う
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
週
間
後
は
、
Ｈ
号
界
付
近
で
第
十
二
中
隊
が
交

戦
、
小
泉
中
隊
長
が
戦
死
。
更
に
一
週
間
後
に
、
暁
天
台
守
備

隊
の
満
州
国
国
境
警
察
隊
が
、
ソ
連
軍
の
襲
撃
を
受
け
、
日
本

人
の
千
葉
警
察
隊
長
が
負
傷
す
る
。
ま
た
、
そ
の
後
、
観
月
台

物
見
台
の
監
視
■
正
面
に
て
、
同
■
勤
務
の
牛
崎
軍
曹
が
敵
弾

を
受
け
戦
死
、
河
野
上
等
兵
が
負
傷
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
私
達
の
ソ
連
兵
捕
虜
の
仕
返
し
、
逆
襲
で
は
な
か
っ
た

の
か
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
年
十
一
月
頃
で
し
た
か
、
私
は
千
早
の
監
視
■

に
、
第
十
一
中
隊
の
高
屋
敷
・
菊
池
・
三
浦
・
そ
し
て
私
と
四

人
で
、
昼
夜
連
続
で
、
ソ
連
軍
の
動
静
を
監
視
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
第
十
一
中
隊
の
初
年
兵
教
育
の
演
習
で
、
菊
池
秀
夫
上

等
兵
の
擲
弾
筒
の
空
砲
で
野
火
と
な
り
、
西
風
に
あ
お
ら
れ
、

東
へ
東
へ
と
燃
え
て
行
き
、
観
月
台
正
面
の
ソ
連
陣
地
の
大
部

分
が
焼
け
、
ソ
連
の
火
薬
庫
が
爆
発
す
る
等
の
事
件
が
、
特
に



印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
数
日
後
、
ソ
連
の
騎
兵
二
人
が
、
Ａ
築
・
Ｂ
築
陣
地
と

陣
地
の
中
間
に
潜
入
し
、
我
が
Ｂ
築
よ
り
、
Ａ
築
の
連
絡
兵
鈴

木
藤
一
外
二
人
と
、
バ
ッ
タ
リ
会
い
、
驚
い
て
逃
げ
る
ソ
連
騎

兵
の
速
さ
に
は
驚
き
ま
し
た
。
連
絡
に
よ
り
、
心
配
し
て
駆
け

上
が
っ
て
来
た
水
上
石
造
准
尉
に
状
況
を
報
告
し
た
際
「
飛
行

機
よ
り
早
く
て
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
報
告
し
た
ら
「
馬

鹿
野
郎
！
」
と
怒
鳴
ら
れ
た
こ
と
が
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
の
場
所
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
の
ソ
連
参
戦
の
際
、
ソ
連

の
大
軍
が
侵
入
し
て
来
た
所
で
あ
る
と
、
言
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
平
成
十
年
に
行
っ
て
み
ま
し
た
が
、
今
は
も
う
道
も
無

く
、
大
森
林
と
な
っ
て
お
り
、
狼
の
吠
え
る
黒
金
山
等
、
四
方

の
山
々
は
、
た
だ
た
だ
懐
か
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

昭
和
十
五
年
初
め
、
歩
兵
第
三
十
一
年
連
隊
の
年
一
回
の
銃

剣
術
の
試
合
が
綏
西
で
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
師
団
第
一
と

し
て
、
我
が
第
十
一
中
隊
に
は
優
勝
記
念
品
と
し
て
、
銃
剣
術

の
防
具
が
名
誉
と
し
て
飾
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
時
の
試
合
に
は
第
九
中
隊
に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

観
月
台
の
Ｂ
築
の
中
隊
で
は
、
留
守
の
人
達
が
凱
旋
門
を
造

り
、
赤
飯
を
炊
い
て
勝
っ
て
く
る
も
の
と
思
っ
て
迎
え
ら
れ
た

の
で
す
が
、
負
け
て
帰
っ
た
の
で
叱
ら
れ
、
凱
旋
門
は
壊
さ

れ
、
赤
飯
は
食
わ
せ
ら
れ
ず
、
す
ぐ
防
具
を
着
け
、
零
下
三
〇

度
の
野
外
で
銃
剣
術
の
練
習
を
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ

な
い
こ
と
の
一
つ
で
あ
り
ま
し
た
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
時
は
、
完
全
軍
装
で
三
週
間
位
待
機
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
事
件
が
終
わ
っ
た
の
で
、
出
動
で
き
な

か
っ
た
。

昭
和
十
六
年
二
月
の
、
関
東
軍
大
演
習
（
関
特
演
）
は
死
ぬ

よ
り
辛
か
っ
た
。
当
時
、
第
十
一
中
隊
長
は
岩
手
県
金
ケ
崎
出

身
の
後
藤
清
之
進
大
尉
で
、
歯
切
れ
の
良
い
号
令
が
い
ま
だ
に

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
同
年
三
月
、
内
地
へ
帰
還
、
そ

し
て
除
隊
と
な
り
ま
し
た
。

翌
年
十
七
年
五
月
、
再
度
召
集
、
北
支
那
山
西
省
の
勝
部
隊

（
第
六
十
九
師
団
）
に
行
き
ま
し
た
が
、
千
田
喜
兵
衛
中
尉
が
、

大
尉
と
し
て
一
緒
で
し
た
。



北
支
那
　
山
西
省
の
記

昭
和
十
七
年
五
月
、
弘
前
出
発
、
山
西
省
洪
洞
着
、
こ
れ
よ

り
任
地
に
着
き
、
各
中
隊
全
員
の
集
合
が
あ
り
ま
し
た
。
特
別

に
手
榴
弾
一
人
一
個
が
渡
さ
れ
、
伊
藤
晃
大
隊
長
の
訓
辞
で
は

敵
中
の
行
軍
な
の
で
、
も
し
敵
に
捕
ま
っ
た
ら
「
手
榴
弾
で
自

決
せ
よ
」
と
の
命
令
で
し
た
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
ら
、
酒
保
経
験
者
が
い
な
い
か
と
の
こ
と
で
、
私

一
人
手
を
上
げ
、
酒
保
要
員
と
し
て
残
さ
れ
「
十
七
春
大
行
作

戦
」
を
ま
ぬ
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
も
、
戦
友
が
た
く

さ
ん
戦
死
と
聞
い
て
お
り
、
我
が
第
五
中
隊
で
は
、
阿
部
孝
上

等
兵
以
下
数
人
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

昭
和
十
七
年
秋
、
県
鎮
に
一
個
小
隊
の
守
備
の
要
員
と
し
て

行
き
、
衛
兵
司
令
と
し
て
、
毎
日
の
守
備
に
つ
き
ま
し
た
が
、

夜
に
な
る
と
、
毎
日
二
百
人
位
の
敵
に
囲
ま
れ
手
榴
弾
を
投
げ

込
ま
れ
ま
し
た
。

約
四
キ
ロ
離
れ
た
隣
の
分
■
長
、
九
州
長
崎
出
身
の
増
山
軍

曹
を
長
と
し
て
一
個
分
隊
で
は
、
敵
の
夜
襲
を
受
け
、
多
数
の

負
傷
者
を
出
し
て
お
り
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

私
は
各
所
に
歩
■
を
配
置
し
、
夕
方
未
だ
薄
明
る
い
う
ち

は
、
伏
せ
て
い
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
（
姿
勢
が
高
い
と
敵
に
狙

撃
も
さ
れ
る
）

。
こ
れ
は
、
我
が
歩
■
線
が
敵
に
分
か
る
と
敵

襲
の
的
に
な
る
の
で
心
配
で
し
た
。
そ
こ
へ
、
小
隊
長
の
中
尉

が
来
て
「
歩
■
が
伏
せ
る
こ
と
は
規
定
に
な
い
」
と
、
ひ
ど
く

叱
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
衛
兵
全
員
を
集
合
さ
せ
、
小
隊
長
の

前
で
命
令
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
と
、
全
員
小
隊
長
に
反
対

し
、
私
の
方
に
賛
成
し
た
の
で
、
早
速
小
隊
長
の
当
番
兵
を
呼

び
「
小
隊
長
に
食
事
を
や
る
な
」
と
命
令
し
ま
し
た
ら
、
小
隊

長
は
黙
っ
て
す
ご
す
ご
と
宿
へ
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後

姿
が
、
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

小
隊
長
の
言
う
と
お
り
に
す
る
と
歩
■
線
が
敵
に
わ
か
り
全

滅
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
私
は
張
り
切
っ
て
お
り
ま
し
た
。
無
線

兵
に
命
令
し
て
中
隊
本
部
へ
連
絡
を
と
り
、
重
機
関
銃
の
応
援

を
求
め
、
夜
は
曳
光
弾
を
射
っ
て
い
た
だ
き
、
無
事
に
生
き
延

び
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

小
隊
長
は
宮
古
市
に
お
ら
れ
た
と
後
日
聞
き
ま
し
た
が
、
も

う
故
人
に
な
り
、
会
い
に
行
く
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で
す
。

ま
た
、
昭
和
十
八
年
二
月
、
山
西
省
翼
城
県
七
里
披
村
の
戦



闘
で
は
、
こ
ち
ら
の
二
個
小
隊
が
約
敵
五
百
人
位
に
包
囲
さ

れ
、
だ
ん
だ
ん
と
近
付
い
て
く
る
の
で
、
も
う
駄
目
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
後
を
警
戒
す
る
よ
う
命
令
が
下
り
、

ど
う
に
も
な
ら
ぬ
と
、
私
一
人
で
引
受
け
後
へ
下
が
り
ま
し
た

が
、
余
り
に
も
敵
兵
が
多
く
近
付
い
て
来
る
の
で
、
銃
に
弾
丸

を
込
め
、
剣
を
着
け
、
近
付
い
た
ら
射
ち
な
が
ら
突
く
覚
悟

で
、
低
め
、
低
め
の
所
に
お
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
今
ま
で
一
緒
に
お
っ
た
佐
々
木
功
一
等
兵
が
、
鉄

帽
を
貫
通
さ
れ
即
死
で
し
た
。
場
所
を
移
動
す
る
よ
う
言
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
悔
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
時
、
敵
の
後
方
か
ら
機
関
銃
音
が
し
「
も
う
駄
目
だ
」

と
思
っ
て
お
り
ま
す
と
、
友
軍
の
久
留
米
第
十
二
師
団
の
方
々

が
応
援
に
来
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
敵
は
囲
み
を
解
い
て
散
っ

て
い
き
、
助
か
っ
た
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
戦
死
し
た
佐
々
木

さ
ん
の
火
葬
を
し
ま
し
た
が
、
涙
が
流
れ
て
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
の
戦
闘
の
帰
路
、
薄
暗
く
な
り
、
中
隊
長
の
乗
馬
が
負
傷

し
、
歩
け
な
く
な
り
、
如
何
と
も
仕
難
く
な
り
ま
し
た
。
敵
に

さ
ら
わ
れ
る
よ
り
と
、
弾
を
射
っ
て
殺
し
て
帰
ろ
う
と
し
た

時
、
馬
は
再
び
立
上
り
、
悲
し
そ
う
に
泣
き
な
が
ら
追
い
か
け

よ
う
と
す
る
姿
は
、
可
哀
想
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
達
が
北
支
へ
行
っ
た
時
は
、
軍
紀
が
厳
し
く
、
焼
か
ず
、

犯
さ
ず
、
良
民
を
殺
す
な
ど
は
刑
で
重
く
罰
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
今
、
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
、
随
分
誤
解
か
故

意
か
、
我
々
体
験
者
と
す
れ
ば
、
実
に
残
念
な
報
道
が
、
さ
な

が
ら
事
実
の
如
く
さ
れ
て
お
り
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

私
の
第
三
回
目
の
召
集
は
、
本
土
防
衛
、
鹿
児
島
県
・
天
草

島
で
あ
り
、
家
に
帰
っ
た
の
は
、
十
一
月
の
初
旬
で
し
た
。
尾

道
港
に
て
、
大
隊
長
が
四
国
の
方
で
し
た
の
で
、
手
を
ふ
っ
て

涙
な
が
ら
別
れ
た
こ
と
が
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。




